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伊南保育所で餅つきが行われ、児童が餅つきを体

験しました。会場では「よいしょー」といったか

け声や「がんばれー」などの声援が響き渡り、と

ても賑やかな餅つきでした

「よいしょー」保育所餅つき

まちの人口（平成２４年１月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,277人（17人減）　男 8,887人（12人減）　女 9,390人（5 人減）　世帯数 6,939 世帯（2 世帯減）　※（　）内は前月比
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平
成
24
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
本
年

が
平
穏
無
事
で
よ
き
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
私
の
施
政
信
念
で

あ
り
ま
す
「
公
平
、
公
正
、
誠
実
、
思
い

や
り
」
を
基
本
と
し
、
常
に
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
本
年
も
町
民
の
皆
さ

ま
の
た
め
に
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
こ
と
を
、
こ
こ
に
改
め
て
お
誓
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
新
潟
・

福
島
豪
雨
災
害
な
ど
の
大
災
害
が
発
生

し
、
大
変
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０
と
い

う
国
内
観
測
史
上
最
大
の
地
震
と
津
波

に
よ
り
、
東
日
本
各
地
で
多
く
の
尊
い

人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を

捧
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
や
津
波
の
影
響
に
よ
る

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
、
浜
通
り
地
方
を
中
心
に
多
く
の
県

民
が
県
内
外
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ

　

輝
か
し
い
平
成
24
年
の
初
春
を
迎
え
、

南
会
津
町
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新

年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
新
潟
・

福
島
豪
雨
な
ど
の
災
害
、
さ
ら
に
は
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
本
町
の
基
幹

産
業
や
観
光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
加
え

て
、
就
労
環
境
に
お
い
て
も
東
日
本
大

震
災
や
円
高
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
新

た
な
雇
用
創
出
が
望
め
ず
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
、
南
会
津
町
で
は
こ
の
よ
う
な
厳

し
い
状
況
か
ら
眼
を
そ
む
け
ず
、
真
摯

に
受
け
止
め
、
そ
れ
ら
に
対
処
す
る
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

南
会
津
町
議
会
に
お
い
て
も
、
こ
の

よ
う
な
時
こ
そ
、
二
元
代
表
制
の
も
と

議
決
機
関
と
し
て
し
っ
か
り
議
論
を
重

ね
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効

率
的
に
執
行
し
、
最
大
の
成
果
が
得
ら

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
幸
い
本
町
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
直
接
的
な
被
害

は
な
か
っ
た
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
、
い
ち
早
く
避
難
者
の

受
け
入
れ
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
震
災
に
伴
う
原
発

事
故
の
風
評
被
害
は
深
刻
で
あ
り
、
本

町
の
地
域
経
済
が
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
は

相
当
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
７
月
に
発
生
し
た
新
潟
・

福
島
豪
雨
で
は
、
本
町
で
も
伊
南
地
域

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、

早
急
な
復
旧
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
が
、
い
ま
だ
完
全
に
復
旧
さ
れ
て

い
な
い
箇
所
も
あ
り
、
一
日
も
早
い
復

旧
を
目
指
し
て
復
旧
事
業
を
実
施
し
ま

す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
風
評
被
害
対

策
事
業
を
実
施
し
、
福
島
の
復
興
は
南

会
津
町
か
ら
と
い
う
信
念
で
、
全
国
に

「
安
全
・
安
心
の
南
会
津
町
」
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
中
、国
内
的
に
は
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー

代
表
チ
ー
ム
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
初
優
勝
を
果
た

し
、
日
本
中
に
元
気
と
勇
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
、
ふ

く
し
ま
駅
伝
で
３
年
ぶ
り
に
町
の
部
で

８
位
に
入
賞
し
、
さ
ら
に
敢
闘
賞
を
受

賞
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
舘
岩
地
域

の
前
沢
集
落
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

れ
る
よ
う
監
視
や
政
策
立
案
な
ど
議
会

の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
責
務
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
声
を
聞
き
、

町
民
の
意
思
を
町
政
に
的
確
に
反
映
さ

せ
、
町
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
毎
定
例
会
後
に

開
催
し
て
い
る
議
会
報
告
会
や
議
会
広

報
紙
を
通
じ
て
議
会
と
町
民
相
互
の
情

報
の
共
有
化
を
図
り
、
議
会
基
本
条
例

に
掲
げ
る
「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
」

を
目
指
し
て
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を

進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、町
民
の
皆
様
の
益
々

の
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
議
会
へ
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

南会津町長南会津町議会議長

大宅 宗吉芳賀沼 順一

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
こ

と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
伝
統
文
化

の
継
承
と
集
落
の
活
性
化
に
向
け
、
積

極
的
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
３
月
に
は
、
新
た
な
町

の
指
針
と
な
る
第
２
次
総
合
振
興
計
画

を
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重

な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
も
と
に
策
定
し

ま
し
た
。
第
２
次
総
合
振
興
計
画
で
は
、

目
指
す
べ
き
町
の
将
来
像
を
「
互
い
を

思
い
や
り
、
人
と
自
然
が
優
し
さ
に
包

ま
れ
た
、
安
心
と
信
頼
の
ま
ち
」
と
し
、

新
た
に
町
民
と
行
政
の
役
割
を
明
記
す

る
こ
と
で
町
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と

し
た
依
存
財
源
の
動
向
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
は
合
併
特
例
に
よ
る
財
政
優
遇
措

置
期
間
の
終
了
も
近
づ
い
て
お
り
、
本

計
画
の
実
現
に
向
け
、
効
率
的
か
つ
計

画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
依
然
と
し
て

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
な
事
業
、

特
に
、
地
域
経
済
に
活
気
を
取
り
戻
す

た
め
、
商
工
業
や
農
業
等
の
分
野
に
お

け
る
支
援
と
合
わ
せ
、
雇
用
対
策
と
町

民
所
得
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り

集
落
の
維
持
機
能
が
低
下
し
て
い
く
現

状
を
踏
ま
え
、
新
た
な
集
落
支
援
事
業

に
取
り
組
み
地
域
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

た
め
安
心
し
て
介
護
を
受
け
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
や
、
次
の
世
代
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
、
自
ら
学
ぶ
人
に

対
す
る
支
援
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
は
荒
海
地
区
に
「
田
島

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

田
島
地
域
の
３
中
学
校
の
学
校
給
食
を

開
始
し
、
食
育
へ
の
関
心
を
高
め
、
安

全
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
の
提
供
を

進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
南
郷
一
小
と
南

郷
二
小
が
統
合
し
新
生
「
南
郷
小
学
校
」

が
、
山
口
保
育
所
と
富
田
保
育
所
が
統

合
し
「
南
郷
保
育
所
」
が
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
学
習
環
境
整
備
や
安
心
し
て
子
供
を

産
み
育
て
ら
れ
る
生
活
・
福
祉
環
境
の

整
備
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
議
会
、
行
政
が
連
携
を
深
め
、
強

い
絆
を
構
築
し
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
力
の
向
上
を
力
強
く
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
健
康
で
幸
多
き
飛
躍
の
年
に

な
り
ま
す
よ
う
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　平成２３年度町功労者表彰式が、１２月２日に御蔵入交流館で行われ、星公正福島県議会議員をはじめ
とする多くのご来賓の皆さまのご臨席のもと、大宅町長から一人ひとりに表彰状と記念品が授与されまし
た。長年、町発展のためにご尽力いただき、ありがとうございました。
　今年度の表彰では、２３年７か月の長きにわたり町議会議員として地方自治の進展と地域住民の福祉の
向上に寄与された渡部康吉さんをはじめ、１２名の方が受賞されました。この功労者表彰は、町表彰条例
に基づき、町の発展にご功績のあった方を表彰するものです。

【
特
別
功
労
表
彰
（
５
名
）
】

渡
部　

康
吉
さ
ん
（
長
野
）

　

昭
和
62
年
10
月
田
島
町
議
会
議
員
就
任
以

来
、
田
島
町
、
南
会
津
町
議
会
議
員
と
し
て

23
年
７
月
在
職
し
、
地
方
自
治
の
進
展
と
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

児
山　

寿
明
さ
ん
（
長
野
）

　

平
成
３
年
10
月
田
島
町
議
会
議
員
就
任
以

来
、
田
島
町
、
南
会
津
町
議
会
議
員
と
し
て

19
年
７
月
在
職
し
、
地
方
自
治
の
進
展
と
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

星　

和
男
さ
ん
（
熨
斗
戸
）

　

平
成
11
年
４
月
舘
岩
村
議
会
議
員
就
任
以

来
、
舘
岩
村
、
南
会
津
町
議
会
議
員
と
し
て

12
年
在
職
し
、
地
方
自
治
の
進
展
と
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

渡
部　

東
さ
ん
（
羽
塩
）

　

平
成
11
年
10
月
田
島
町
議
会
議
員
就
任
以

来
、
田
島
町
、
南
会
津
町
議
会
議
員
と
し
て

11
年
７
月
在
職
し
、
地
方
自
治
の
進
展
と
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
野　

昌
盛
さ
ん
（
東
）

　

平
成
12
年
５
月
南
郷
村
議
会
議
員
就
任
以

来
、
南
郷
村
、
南
会
津
町
議
会
議
員
と
し
て

10
年
11
月
在
職
し
、
地
方
自
治
の
進
展
と
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
功
労
表
彰
（
５
名
）
】

星　

光
久
さ
ん
（
川
島
）

　

平
成
15
年
10
月
田
島
町
議
会
議
員
就
任
以

来
、
田
島
町
、
南
会
津
町
議
会
議
員
と
し
て

７
年
７
月
在
職
し
、
地
方
自
治
の
進
展
と
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場　

信
作
さ
ん
（
青
柳
）

　

平
成
16
年
４
月
伊
南
村
議
会
議
員
就
任
以

来
、
伊
南
村
、
南
会
津
町
議
会
議
員
と
し
て

７
年
１
月
在
職
し
、
地
方
自
治
の
進
展
と
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
竹　

孝
八
さ
ん
（
西
町
）

　

昭
和
50
年
以
来
、
消
防
団
員
と
し
て
通
算

35
年
５
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の
消
防

活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
訓
練
予

防
分
団
長
と
し
て
消
防
活
動
の
円
滑
な
推
進

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

故 

星　

敏
行
さ
ん
（
上
町
）

　

納
税
貯
蓄
組
合
長（
愛
宕
納
税
貯
蓄
組
合
）

と
し
て
38
年
６
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
納
税

貯
蓄
組
合
の
運
営
と
町
税
等
の
納
期
内
収
納

に
尽
力
さ
れ
、
町
財
政
の
健
全
化
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

鈴
木　

宏
さ
ん
（
西
町
）

　

納
税
貯
蓄
組
合
長
（
西
町
第
八
納
税
貯
蓄

組
合
）
と
し
て
31
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
納

税
貯
蓄
組
合
の
運
営
と
町
税
等
の
納
期
内
収

納
に
尽
力
さ
れ
、
町
財
政
の
健
全
化
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

【
功
績
表
彰
（
２
名
）
】

渡
部　

俊
夫
さ
ん
（
中
町
）

　

平
成
19
年
５
月
南
会
津
町
議
会
議
員
就
任

以
来
、
４
年
在
職
し
、
地
方
自
治
の
進
展
と

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

川
村　

邦
雄
さ
ん
（
本
町
）

　

納
税
貯
蓄
組
合
長
（
本
町
ひ
が
し
納
税
貯

蓄
組
合
）
と
し
て
29
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

納
税
貯
蓄
組
合
の
運
営
と
町
税
等
の
納
期
内

収
納
に
尽
力
さ
れ
、
町
財
政
の
健
全
化
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

【地方自治功労者】

【納税功労者】

【商工功労者】

芳賀惠一さん（伊南上町）
　昭和６３年伊南村議会議員に当選以来平成１８年までの間、４期
１６年並びに町村合併までの５期目２年及び合併後の南会津町議
会議員として１か月間在職し、その間に平成８年から２年間は副議
長として、平成１０年から６年間は伊南村議会議長として議会の円
滑な運営に尽力し、地方自治の振興発展に寄与されました。

大山　卓さん（湯ノ花）
　平成３年４月舘岩村議会議員に当選して以来平成１９年までの
間、３期１２年並びに町村合併までの４期目２年１１月及び合併後
の南会津町議会議員として１年１か月間在職し、平成１１年からは
７年間舘岩村議会議長として議会の円滑な運営に尽力されました。
　また、町村合併後は、南会津町議会副議長として議長を補佐し、
議会の円滑な運営に尽力し、地方自治の振興発展に寄与されまし
た。

室井　博さん（金井沢）
　平成２年に金井沢地区の上川原納税貯蓄組合長に就任され、同地
区の町税等の納期内納付に尽力されているほか、平成２０年からは
南会津町納税貯蓄組合連合会会長も務められ、納税意識の高揚と納
税貯蓄組合の運営と組織維持のために尽力されています。
　また、平成２１年には南会津地区納税貯蓄組合連合会会長、福島
県納税貯蓄組合連合会副会長にも就任され、当町だけでなく県内の
納税貯蓄組合の発展に貢献されています。

渡部太郎八さん（西町）
　昭和５７年田島町商工会理事に就任し、その後平成９年に田島町
商工会長に就任され、２０年の長きにわたり地域経済と商工会の発
展に貢献されました。その間、「田島中心市街地活性化計画」の策
定や「まちづくり囲炉裏談義」の創設など、地域商工業の活性化や
地域の振興に尽力されました。
　また、平成１５年に福島県商工会連合会の理事に就任され、平成
２１年まで６年にわたり、県内の中小・小規模企業の振興発展に尽
力されました。

平成23年度各種功労者知事表彰
　各種功労者知事表彰は、地方自治の振興や産業の振興、社会福祉の増進などに寄与され、
県政の発展や住民福祉の向上などに多大な貢献のあった方を知事が表彰するものです。
　今年度は本町から４名の方が受賞されました。

芳賀 惠一さん

大山　卓さん

室井　博さん

渡部太郎八さん
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町長に目録を手渡す細井登女子さん

中学生の｢税についての作文｣コンクール田島保育園児大活躍！
第32回ＦＣＴ世界児童画展

細井家 町指定重要文化財を町に寄贈

　中学生の「税についての作文」コンクールは、明日の郷土を担う中学生に、税に対する意識や関
心を高めてもらうとともに、税についての正しい知識を養ってもらうことを目的として毎年実施さ
れています。
　今年度は、県内３５校より１，５２１編、南会津郡からは２５４編の応募があり、児山有希さん（荒
海中）が、東北地区納税貯蓄組合連合会長賞と福島県南会津地方振興局長賞を受賞されました。
　なお、児山さんの作文は県の代表（４作品）として東北大会に出品されました。
　また、国税庁が募集した平成２３年度「税に関する高校生の作文」コンクールには、南会津郡か
ら１３２編の応募があり、月田未来さん（南会津高校）が田島税務署長賞を受賞されました。
　（他の本町関係の受賞者は次のとおりです。）

○中学生の「税についての作文」コンクール
　▽渡部夏南さん（田島中）　   南会津地区納税貯蓄組合連合会長賞
　▽湯田かおりさん（田島中）   南会津税務関係団体協議会長賞
　▽梁取直明さん（田島中）　   田島税務署長賞
　▽橘　　愛さん（舘岩中）　   南会津法人会長賞
　▽酒井　綸さん（南郷中）　   田島税務署長賞

　２４９団体から１万３６７点の応募があった「第３２回ＦＣＴ児童画展」（福島中央テレビ主催）で、
田島保育園の児童がすばらしい成績を収めました。なお、入選以上の作品は「第４２回世界児童画展」
に出展されます。（特別賞以上の入賞者は下記のとおりです。）

【福島県知事賞】　　　服部 夏花ちゃん（３歳）
　　　　　　　　　　（田島保育園 子育て支援センター）

【福島中央テレビ賞】　星　 竜也くん（７歳）
　　　　　　　　　　（田島保育園 放課後児童クラブ）

【福島民友新聞社賞】　湯田 我空くん（5歳）
【ぺんてる賞】　　　　渡部 瑛太くん（3歳）

　　　　　　　　　　白岩 里彩ちゃん（5歳）
【イオン賞】　　　　　星　 琥珀くん（3歳）
【こむこむ賞】　　　　湯田こはるちゃん（３歳）
【福島県教育会館理事長賞】　芳賀沼楓那ちゃん（3歳）
　（その他 特選６名、入選６名）

　所蔵している貴重な品々や建物を展示するため、昭和
５７年に開館された細井家資料館（黒沢）が、このたび閉
館されたことに伴い、所蔵されていた町指定重要文化財が
町に寄贈されることになり、１２月１９日、世帯主である
細井登女子さんが来庁され、町長に寄贈品の目録を手渡さ
れました。
　細井家は江戸時代から代々名主を務め、物産・酒造・漆
器業などを営むとともに、明治時代以降は郵便事業を手掛
け、地域経済や文化の発展に多大な貢献をされております。
　今回寄贈されたのは、如活禅師関係を除く郵便資料や漆
工芸品などで、町は、寄贈された文化財の保存・活用に努
めるとともに、今後、奥会津博物館において常設展示や企
画展等の開催準備を進めていきます。

　１０月１６日、那珂川町総合体育館（栃木県）で開催さ
れた『第1回那珂川町長杯少年少女レスリング大会』幼年
の部１８㎏級で田島保育園の湯田琉生くん（田部原）が見
事優勝しました。
　さらに、１１月２０日に邑楽町民体育館（群馬県）で開
催された『第7回上武洋次郎杯 邑楽町少年少女レスリング
大会』幼年の部１７㎏級でも優勝し、見事２大会で金メダ
ルを獲得しました。
　湯田くんは「優勝できてうれしかった」と素直に喜びを
語ってくれました。さらに、「また優勝できるように、も
っとがんばりたいです」とさらなる活躍に意欲的でした。

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
通
し

て
耳
に
す
る
「
消
費
税
の
増
税
」

と
い
う
言
葉
。
そ
も
そ
も
、
消
費

税
は
一
九
八
九
年
に
税
率
三
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

の
税
率
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
至
っ
て

い
る
。
ま
た
、
私
た
ち
子
ど
も
で

も
、
他
の
税
金
と
違
っ
て
、
買
い

物
し
た
と
き
に
納
め
る
税
金
こ
そ

が
消
費
税
で
あ
る
た
め
、
最
も
身

近
に
感
じ
る
税
金
だ
と
思
う
。

　

私
は
、
消
費
税
の
増
税
に
つ
い

て
、
家
族
に
ど
う
思
う
の
か
を
聞

い
て
み
た
。
家
族
は
全
員
が
増
税

は
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
意
見

だ
っ
た
。
き
っ
と
多
く
の
国
民

も
、
増
税
に
対
し
て
は
あ
ま
り
良

い
印
象
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
私
は
、
今
ま
で
、

増
税
に
つ
い
て
あ
ま
り
関
心
が
な

か
っ
た
が
、
租
税
教
室
を
機
に
、

い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
る
こ
と
に

し
た
。

　

ま
ず
、
増
税
に
よ
っ
て
得
た
お

金
は
何
に
使
わ
れ
る
の
か
と
い
う

こ
と
だ
。
政
府
は
、
今
回
の
東
日

本
大
震
災
の
復
興
支
援
に
当
て
た

り
、
社
会
福
祉
に
当
て
る
と
言
っ

「
消
費
税
の
増
税
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
」

　

 

荒
海
中
学
校
３
年  

児
山  

有
希

て
い
る
。
し
か
し
、
本
当
に
こ
れ
ら

の
こ
と
に
使
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
の
が
、
国
民
の
不
安
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
私
の
中
で

は
、
た
っ
た
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
や
は
り
、

買
い
物
を
す
る
際
に
は
で
き
る
だ

け
安
い
ほ
う
が
良
い
に
決
ま
っ
て

い
る
。
税
率
を
引
き
上
げ
て
国
民

の
負
担
を
重
く
す
る
か
ら
に
は
、

き
ち
ん
と
使
い
道
を
定
か
に
し

て
、
国
民
の
納
得
を
得
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
か
。

　

け
れ
ど
も
、私
は
、政
府
が
言
っ

て
い
る
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
や
社
会
福
祉
に
増
税
さ
れ
た

お
金
が
使
わ
れ
る
の
な
ら
ば
、
増

税
に
賛
成
し
た
い
。
私
は
、
夏
休

み
に
宮
城
県
に
行
っ
て
き
た
。
そ

こ
で
、
津
波
の
被
害
や
地
震
の
被

害
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
た
。

テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
も
、
ず
っ
と

ず
っ
と
大
変
そ
う
で
、
と
て
も
悲

し
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
、
原
子
力

発
電
所
の
影
響
で
、
避
難
を
せ
ざ

る
を
え
な
い
人
や
、
風
評
被
害
に

あ
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る

中
で
、
何
か
役
に
立
て
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
る

と
、
消
費
税
の
増
税
を
財
源
と
す

る
こ
と
は
、
広
い
意
味
で
の
国
民

の
協
力
・
支
援
と
な
る
と
思
う
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
お
年
寄
の
方

た
ち
の
医
療
や
福
祉
の
充
実
に
使

わ
れ
る
の
な
ら
ば
、
こ
れ
も
ま
た

良
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
増

税
に
つ
い
て
国
民
の
納
得
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
私

な
り
に
考
え
て
み
た
。
増
税
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
お
金

を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
、
ど

の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
を
、
半
年

や
一
年
単
位
で
き
ち
ん
と
国
民
に

知
ら
せ
る
よ
う
な
し
く
み
を
作
れ

ば
、
私
た
ち
国
民
も
、「
こ
の
お

金
は
こ
う
い
う
人
た
ち
の
役
に

立
っ
た
の
か
。」
な
ど
と
、
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
ま

た
、
他
の
人
の
役
に
立
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
に
と
っ
て
も
、
家
族
に
と
っ
て

も
制
度
的
に
役
に
立
つ
し
く
み
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
も
ち
た
い
。

　

増
税
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論

あ
る
。
だ
か
ら
、
ど
ち
ら
の
意
見

も
取
り
入
れ
て
、
良
い
方
に
導
い

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
私

た
ち
国
民
も
、
も
っ
と
増
税
に
つ

い
て
関
心
を
持
つ
べ
き
だ
と
思

う
。

湯田琉生くんレスリング大会で金メダル

入賞を喜ぶ子どもたち

２大会で優勝

した湯田くん
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林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林

に
関
心
の
あ
る
成
人
を
対
象
に
、
平
成
24
年

度
・
平
成
25
年
度
の
２
年
間
活
動
い
た
だ
く

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員 　
70
名

■
依
頼
期
間

　

平
成
24
年
4
月
～
平
成
26
年
３
月

■
依
頼
内
容

　

期
間
中
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
は
、
国

　

有
林
の
広
報
誌
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を

　

定
期
的
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
有
林
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　

お
答
え
い
た
だ
く
ほ
か
、
国
有
林
に
管
理

　

経
営
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を
お
伺
い
し

　

ま
す
。

■
応
募
条
件

①
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼

　

玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
新

　

潟
県
、
山
梨
県
、
静
岡
県
に
お
住
ま
い
の

　

国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人

　

電
話
相
談
（
通
話
料
無
料
）
も
併
せ
て
お

　

受
け
し
ま
す
。

　

０
１
２
０
（
２
２
７
）
７
４
６

　
（
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
４
１

　　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
春
休
み
の
海
外
派
遣
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、

　

英
語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

　

平
成
24
年
３
月
25
日（
日
）～
４
月
５
日（
木
）

　

の
10
～
12
日
間
（
※
事
業
に
よ
り
異
な
り

　

ま
す
。）

　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生
（
※
事
業
に

　

よ
り
異
な
り
ま
す
。）

　

29
万
８
千
円
～
43
万
８
千
円
（
共
通
経
費

　

は
別
途
）

■
派
遣
先

　

米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー

　

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

■
申
込
締
切

　

平
成
24
年
２
月
６
日
（
月
）

※
事
業
の
詳
細
や
説
明
会
の
日
時
な
ど
は
、
国

　

際
青
少
年
研
修
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１

　

http://w
w

w.kskk.or.jp

※
資
金
の
種
類
は
、右
記
の
他
に
、事
業
資
金
、

　

技
能
習
得
資
金
、
住
宅
資
金
等
各
種
貸
付

　

資
金
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
左
記
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所　

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

本
庁
健
康
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課　

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
３

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
５

　

法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一

環
と
し
て
、
登
記
や
戸
籍
、
筆
界
特
定
な
ど

の
法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
各
業
務
に
つ

い
て
、
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
気
軽
に
ご
相
談

い
た
だ
け
る
よ
う
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休

日
相
談
所
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
２
月
12
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局
ほ
か
県
内
７

　

会
場

　

土
地
の
境
界
問
題
（
含
む
筆
界
特
定
）、
遺

　

産
相
続
、
戸
籍
、
夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、

　

地
代
・
家
賃
等
の
供
託
な
ど

■
そ
の
他

℡

　 

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か　

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

１
月
18
日
（
水
）、
２
月
15
日
（
水
）  

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、「
母
子

家
庭
」
と
「
寡
婦
」
の
た
め
の
低
利
の
貸
付
制

度
で
、
経
済
的
な
自
立
や
児
童
の
修
学
な
ど

に
必
要
な
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
貸
付
の

利
用
や
そ
の
償
還
方
法
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方

　

母
子
福
祉
資
金

　

①
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶

　

者
の
な
い
女
子

②
20
歳
未
満
の
父
母
の
い
な
い
児
童

　

寡
婦
福
祉
資
金　

①
過
去
に
母
子
家
庭
と
し
て
20
歳
未
満
の
子

　

を
扶
養
し
た
こ
と
が
あ
る
配
偶
者
の
い
な

　

い
女
子

②
40
歳
以
上
の
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
で
前

　

年
の
所
得
が
２
０
３
万
6
千
円
以
下
の
方

　

申
込
者
の
住
ん
で
い
る
町
村
役
場
の
窓
口

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
貸
付
金
の
種
類
（
一
部
抜
粋
）

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
Ｅ
メ
ー
ル
を
利

　

用
可
能
な
環
境
に
あ
る
方
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ

　

ァ
イ
ル
や
エ
ク
セ
ル･

ワ
ー
ド
で
作
成
し
た

　

フ
ァ
イ
ル
を
閲
覧
可
能
な
方

■
応
募
方
法

　

平
成
24
年
２
月
20
日
（
月
）
ま
で
に
、
左

　

記
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

　

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
事
項

　

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
②
性
別
、
③
生
年

　

月
日
、
④
住
所
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
Ｅ
メ

　

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
⑦
職
業
、
⑧
国
有
林
モ

　

ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
⑨
応
募
の

　

理
由
（
１
０
０
字
程
度
）

■
申
込
先
（
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　

kanto_kikaku@rinya.m
aff.go.jp

※
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、

　

関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

　

関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

　

者
（
企
画
調
整
室
内
）

　

０
２
７
（
２
１
０
）
１
１
５
０

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

春
休
み
海
外
派
遣
事
業

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
に
つ
い
て

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

　
　
　
　
　
　
　
　

開
設
の
お
知
ら
せ

℡ 問ア 問℡ 対料 日 内

問

問

問問 問問 ℡

℡ ℡

℡℡ ℡℡

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

日申

申

場対 料℡ 問

資金種類 使　　途 貸付最高限度額 据置期間 償還期間 利 率

修学資金 児童が高校・高専・大
学に就学中の必要経費

18,000円～
64,000円 (月額)

卒業後
６か月間 10年以内 無利子

修業資金

児童が事業を開始し、
また就職するために必
要な知識技能を習得す
るために必要な経費

月額 68,000円
（自動車運転免許

取得は46万円）

期間終了後
６か月間

６年以内 無利子

就学支度
資金

児童の学校への入学も
しくは、修業施設への
入所に必要な経費

39,500円～
590,000円

卒業修業後
６か月間

５～10年
以内 無利子

就職支度
資金

母または児童が、就職
するために直接必要な
経費（被服費等）

100,000円
貸付後
１年間

６年以内 無利子

日内 場

 正しい操作で、安全除雪！

 除雪機による事故を防ぎましょう！！
　いよいよ冬本番です！
　毎年、雪のシーズンになると除雪機による事故が多発しています。除雪機を使う
際は、下記の点に注意し、正しく、安全に作業しましょう。

１ 作業中は周りに人を近づかせない ２ 雪詰まりを取り除くときは、エンジン
　 を停止し必ず雪かき棒を使う

４ 後進するときは、足元や後方の
　　　　　　　障害物に気をつける

３ エンジンをかけたまま離れない
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次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
申

告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
し
て
い

　

て
給
与
の
他
に
収
入
が
な
い
人

◆
税
務
署
に
確
定
申
告
す
る
人

◆
65
才
以
上
（
昭
和
22
年
１
月
１
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
年
金
以
外
に
収

　

入
が
な
く
、
年
金
収
入
が
１
２
０
万

　

円
以
下
の
方

※
収
入
の
有
無
に
係
ら
ず
税
関
係
証
明

　

書
の
交
付
を
受
け
た
い
方
は
申
告
が

　

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

　

さ
い
。

 
平
成
23
年
分
所
得
税
・
平
成
24
年
度
分
町
県
民
税
の

申
告
相
談
が
は
じ
ま
り
ま
す

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

扶
養
控
除
の
改
正
に
つ
い
て

申
告
す
る
必
要
が
な
い
人

申
告
に
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

～給与の支払をされる法人及び個人事業主の方々へ～
　『給与支払報告書の提出はお済みですか？』

　給与の支払いをする法人又は個人事業主の方で、給与所得に係る源泉徴収をする義務が
ある法人又は個人事業主の方は、給与の支払をした翌年の1月末日までに、給与支払報告
書を提出していただくこととなっています。まだ提出されていない方は、期限までの提出
にご協力ください。

◆ 提出先　　受給者の平成２４年１月１日現在居住する市区町村長

◆ 提出するもの　（１）総括表

　　　　　　　　 （２）給与支払報告書

◆ 提出期限　　平成２４年１月３１日（火）

◆ その他

　給与支払報告書については、税務署から送られたものを使用してください。届

いていない事業主の方は南会津町役場税務課または最寄りの各総合支所にお問い

合わせください。

※申告の日程は、次ページをご覧ください。

　

町
で
は
、
円
滑
に
誤
り
の
な
い
申
告

書
を
皆
さ
ま
に
作
成
、
提
出
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日

ま
で
税
の
「
申
告
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　
「
申
告
相
談
」
は
、
田
島
地
域
、
舘
岩

地
域
、
伊
南
地
域
、
南
郷
地
域
そ
れ
ぞ

れ
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
他
の
地
域

で
の「
申
告
相
談
」は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
「
申
告
相
談
」
は
、
昨
年
１
年

間
（
平
成
23
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）

の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

平
成
24
年
度
の
町
県
民
税
や
国
民
健
康

保
険
税
の
課
税
の
基
礎
、
児
童
扶
養
手

当
等
の
給
付
資
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
な
ど
の
発

行
資
料
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
入
が
な
い
方
で
も
、
所
得
証
明
等

税
の
証
明
が
必
要
な
方
や
国
民
年
金
の

免
除
申
請
を
さ
れ
る
方
は
申
告
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽

減
や
介
護
保
険
料
、
公
営
住
宅
使
用
料

な
ど
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
関

係
す
る
方
は
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
が
所
得
税

か
ら
全
額
控
除
し
き
れ
な
い
場
合
、
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
町
・
県
民
税

所
得
割
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。《
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た

め
の
町
へ
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。》

(1)
対
象
と
な
る
方

◆
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
及
び
平
成
21

　

年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
、
新
築
等
の

　

住
宅
に
入
居
し
た
方
、
又
は
居
住
し
て

　

い
る
住
宅
の
増
改
築
を
し
た
方
の
う

　

年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下

で
他
に
収
入
の
な
い
方
は
、
平
成

23
年
分
か
ら
所
得
税
の
申
告
の
必

要
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
住
民

税
に
つ
い
て
は
、
申
告
を
さ
れ
な

い
と
住
民
税
額
が
高
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
収
入
が

４
０
０
万
円
以
下
の
方
も
、
住
民

税
の
申
告
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

申
告
が
必
要
で
す
。

◆
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
南
会
津

　

町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
23
年
中
に

　

何
ら
か
の
所
得
が
あ
っ
た
人

◆
農
業
、
商
業
、
建
設
業
、
製
造
業
な

　

ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

◆
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

◆
地
代
（
小
作
料
を
含
む
）、
家
賃
、
配

　

当
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
人

◆
平
成
23
年
分
の
給
与
の
収
入
金
額
が

　

２
千
万
円
を
超
え
た
人

◆
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

　
（
農
業
、不
動
産
、利
子
、配
当
所
得
等
）

　

が
あ
っ
た
人

◆
２
か
所
以
上
の
勤
務
先
か
ら
給
与
の

　

支
払
い
を
受
け
、
年
末
調
整
を
し
て

　

い
な
い
人

◆
土
地
や
建
物
な
ど
を
譲
渡
し
た
人

◆
昨
年
、
中
途
退
職
し
た
人

※
中
途
退
職
し
年
末
調
整
し
て
い
な
い

　

方
は
、
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

　

が
多
い
の
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
及
び
高
校
授
業

料
無
料
化
に
伴
い
、
23
年
分
の
申
告
か

ら
扶
養
親
族
の
内
「
16
歳
未
満
の
方
の

扶
養
控
除
」
及
び
「
16
歳
以
上
19
歳
未

満
の
方
の
特
定
扶
養
控
除
上
乗
せ
分
」

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
申
告
の
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
年
齢
は
24
年
１
月
１
日
現
在
の
満
年

　

齢
と
な
り
ま
す
。

申
告
相
談
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

◆
申
告
書
（
税
務
署
ま
た
は
町
か
ら
送

　

付
さ
れ
た
も
の
）

※
申
告
書
は
申
告
会
場
に
用
意
し
て
あ
り

　

ま
す
が
、
税
務
署
ま
た
は
町
か
ら
送
付

　

さ
れ
て
い
る
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
印
鑑
（
口
座
振
替
で
所
得
税
を
納
税

　

さ
れ
る
方
は
金
融
機
関
へ
の
届
出
印
）

◆
預
金
通
帳
の
口
座
番
号

◆
自
営
業
の
方
…
収
入
・
支
出
が
わ
か

　

る
書
類

◆
農
業
の
方
…
農
業
所
得
計
算
書
と
農
業

　

の
収
入
金･

支
出
金
が
わ
か
る
資
料

◆
給
与
所
得
が
あ
る
方
…
源
泉
徴
収
票  

　
（
源
泉
徴
収
票
の
な
い
方
は
収
入
金
額
、

　

勤
務
先
の
会
社
名
等
が
わ
か
る
書
類
）

◆
年
金
収
入
の
あ
る
方
…
源
泉
徴
収
票

◆
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

　

除
証
明
書

　
　

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会

　

保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

　

に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
（
控
除
証

　

明
書
の
合
計
額
以
外
の
納
付
が
あ
る

　

場
合
は
そ
の
領
収
書
）
を
添
付
し
て

　

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成

　

23
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

　

さ
れ
た
方
で
社
会
保
険
料
控
除
の
適

　

用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
必
ず
持
参

　

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
持
参

　

さ
れ
な
い
場
合
に
は
控
除
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願
い

　

ま
す
。
た
だ
し
、
給
与
所
得
者
で
す

　

で
に
年
末
調
整
の
際
に
給
与
所
得
か

　

ら
控
除
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は

　

そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引

　

き
）
さ
れ
た
保
険
料
（
税
）
は
、
そ

　

の
特
別
徴
収
さ
れ
た
本
人
の
控
除
に

　

限
ら
れ
ま
す
。

◆
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
の
控

　

除
証
明
書

◆
地
震
保
険
料
（
旧
長
期
損
害
保
険
）
の

　

控
除
証
明
書

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
平
成

　

23
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

　
（
あ
ら
か
じ
め
、
診
療
所
、
受
診
者
ご
と

　

に
支
払
い
額
を
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。）

◆
そ
の
他
、
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る
書

　

類
※
譲
渡
所
得
等
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
税

　

務
署
で
申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ち
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

　

け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
で
控
除
し
き

　

れ
な
か
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額

　

が
あ
る
方
。

※
平
成
19
年
か
ら
平
成
20
年
に
入
居
さ
れ

　

た
方
は
、
所
得
税
で
控
除
期
間
を
15
年

　

に
延
長
す
る
特
例
の
選
択
が
設
け
ら
れ

　

て
い
る
た
め
、
住
民
税
の
控
除
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

(2)
計
算
方
法

　

次
の
①
・
②
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金

　

額
が
住
民
税
控
除
額
に
な
り
ま
す
。

 

①
所
得
税(

注
１)

か
ら
引
き
き
れ
な
か
っ

　

た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額

②
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等(

注
２)

　

×
５
％
（
最
高
９
万
７
千
５
百
円
）

(

注
１)

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
す
る
前
の
税

　

額
を
さ
し
ま
す
。

(

注
２)

課
税
総
所
得
金
額
、
課
税
退
職
所

　

得
金
額
、
課
税
山
林
所
得
金
額
の
合

　

計
額
を
さ
し
ま
す
。

■申告等に関するお問い合わせは・・・

　　本庁税務課　　　　　℡ 0241－62－6110　　　舘岩総合支所町民課　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　℡ 0241－76－7712　　　南郷総合支所町民課　℡ 0241－72－2224



平成 24 年 1 月号　広報みなみあいづ

1213

広報みなみあいづ　平成 24 年 1 月号

月 日 曜日 地　区 会　場 時　間

２

１６ 木 羽 塩 ・ 滝 原

農村環境改善センター

  午前９時～正午　　

  午後１時～午後４時

１７ 金 古 今 ・ 糸 沢

２０ 月 関 本 ・ 藤 生

２１ 火 川 島

２２ 水 中 荒 井

２３ 木 高 野

檜沢公民館

２４ 金 下塩江・上塩江

２７ 月 福米沢・金井沢

２８ 火 大 豆 渡 ・ 黒 沢

２９ 水 針 生

３

１ 木 栗生沢・小出原

南会津町高齢者センター

　（びわのかげ

総合運動公園内）　

２ 金 水 無 ・ 田 部

４ 日 平日に申告できない方

５ 月 田 部 原 １ ・ 田 部 原 ２

６ 火 長 野

７ 水 永 田 ・ 今 生

８ 木 宮本・横町・折橋・丹藤

９ 金 新町・西町・上町・松下

１１ 日 平日に申告できない方

１２ 月 後 原 ・ 大 町 ・ 上 中 町

１３ 火 中 町 ・ 本 町 ・ 東 町

１４ 水 地 区 指 定 日 で

都合のつかない方１５ 木

月 日 曜日 地　区 会　場 時　間

２

１６ 木 福 渡 ・ 松 戸 原
舘 岩 総 合 支 所 午前９時～午後４時

１７ 金 戸中・押戸・吉高・貝原・角生下

２０ 月 小高林・上ノ原・助木生 小 高 林 公 民 館 午前９時30分～午後３時30分

２１ 火 川　衣 川衣交流センター 午前９時30分～正午

２２ 水 木 賊 木賊生活改善センター 午前９時30分～午後３時30分

２３ 木
たのせ・穴原・前沢

塩ノ原生活改善センター
午前９時30分～正午

塩 ノ 原 午後１時～午後３時30分

２４ 金 水　引 水 引 公 民 館 午前９時30分～正午

２７ 月 湯 ノ 花 ・ 角 生 上 湯ノ花温泉交流センター

午前９時30分～

午後３時30分

２８ 火 熨斗戸・伊与戸・新田原 熨 斗 戸 集 会 所

２９ 水 森 戸 森 戸 集 会 所

３

１ 木 井 桁 ・ 八 総 井 桁 集 会 所

２ 金 精舎・岩下・番屋 総合交流促進センターいわした

４ 日 平日に申告できない方 舘 岩 総 合 支 所 午前９時～午後４時

５ 月 高杖原・会津高原 高 杖 原 集 会 所 午前９時30分～午後３時30分

６ 火

地 区 指 定 日 で

都合のつかない方
舘 岩 総 合 支 所 午前９時～午後４時

７ 水

８ 木

９ 金

１２ 月

１３ 火

１４ 水

１５ 木

申　告　相　談　日　程　表
田 島 地 域

舘 岩 地 域

月 日 曜日 地 区 会 場 時 間

２

１６ 木 木 伏

南 郷 総 合 支 所

２ 階 会 議 室

  午前９時～正午　　

  午後１時～午後４時

１７ 金 木 伏 ・ 水 根 沢

２０ 月 大 新 田 ・ 大 橋

２１ 火 東 ・ 中 小 屋

２２ 水 上 山 口

２３ 木 中山口・下山口

２４ 金 台 板 橋

２７ 月
鴇 巣

２８ 火

２９ 水 宮 床

３

１ 木 界

２ 金 虻の宮・小野島

４ 日 平日に申告できない方

５ 月 片 貝 ・ 富 山

６ 火 下 山

７ 水 乙 沢 ・ 上 平

８ 木 上 町 ・ 谷 地

９ 金 福 　 田

１２ 月

地 区 指 定 日 で

都合のつかない方

１３ 火

１４ 水

１５ 木

南 郷 地 域

月 日 曜日 地　区 会　場 時　間

２

１６ 木 上 町

伊 南 総 合 支 所
  午前９時～正午　　

  午後１時～午後３時

１７ 金 下 町

２０ 月 道 城

２１ 火 多 々 石

２２ 水 白 沢

２３ 木 青 柳

２４ 金 小 塩

２７ 月 地 区 指 定 日 で

都合のつかない方２８ 火

２９ 水 宮 沢

３

１ 木 浜 野

２ 金 内 川 ・ 耻 風

５ 月 大 原 ・ 小 立 岩

６ 火 大 桃

７ 水
地 区 指 定 日 で

都合のつかない方
８ 木

９ 金

１１ 日 平日に申告できない方

１２ 月

地 区 指 定 日 で

都合のつかない方

１３ 火

１４ 水

１５ 木

伊 南 地 域

※申告相談期間中は担当職員が申告会場に出張し不在のため、指定日以外は舘岩総合支所での申 
　告相談はできません。

※申告相談期間中は対象地区以外の申告受付もできますが、指定日の対象地区が優先となります。

※申告相談期間中は対象地区以外の申告受付もできますが、指定日の対象地区が優先となります。
※申告相談期間中は担当職員が申告会場に出張し不在のため、本庁税務課での申告相談はできません。

※ ｢ 御蔵入交流館 ｣ 会場は今年から ｢ 高齢者センター ｣ に変更になりますのでご注意ください。
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水道料金が変わります
平成２４年４月から

費用負担の公平性を保ち、
地域間の格差の解消を図
るため、水道料金が統合
されます。

水道使用量の少ない高齢者世
帯へ配慮した『高齢者制度』
を新規に導入します。

（高齢者制度は利用者の届出が必
要です。詳しくは下記をご覧く
ださい。）

◆ 統合の目的と時期
　（1）料金統合の目的
　　　水道利用者の費用負担の公平性を保つことと、地域間の格差解消を図るために料金の
　　統合をすることとしました。
　（2）統合の時期

◆ 高齢者制度の導入
　（1）高齢者制度導入の目的
　　　水道使用量の少ない高齢者世帯へ配慮し、基本水量及び基本料金の見直しを行うこと
　　としました。
　（2）  高齢者制度の内容
　　　対 象 者：６５歳以上の一人暮らし又は６５歳以上のみの世帯で、家事用に使用す
　　　　　　　　る水道とします。
　　　認定方法 ：届出制とします。（６５歳の誕生月に届け出てください。）
　　　　　　　　※届出書の提出により、誕生日該当月の翌月から適用します。

◆ メーターの検針・料金について
　　メーター検針及び納付書の発行はこれまでと同じですので引き続きご協力をお願いし
　ます。水道料金については、メータ検針を２か月に一回（田島地域では偶数月、舘岩・伊南・
　南郷地域では奇数月）行っており、２か月分の使用水量を検針します。基本水量を超えて
　ご使用の場合は、その水量を検針月と翌月の２回に按分し、基本水量料金に加算し納付書
　を発行しております。（納入期限は、それぞれの月分の月末となります。）
　　冬期間は、積雪によりメーター検針が行えないため、直近のご使用水量による暫定料金
　方式とし、冬期間後の最初のメーター検針以降の料金で精算を行います。

第１種：官公署・学校・保育所・病院、その他公共施設
第２種：①一般家事用
　　　　②高齢者・集会施設用
　　　　　※高齢者用とは、家事用で65才以上の高齢者のみの世帯です。
　　　　　※集会施設用とは、集落内における集会、研修会等の用に供することを目的に
　　　　　　整備した、集落が管理する施設です。
第３種：特需用施設（病院等の施設で、毎月200㎥以上の大口需要者）
第４種：営業用及び営業特需用

◆ 新料金表（平成２４年４月～） は今年度末までの料金です。

地　　域 基 本 料 金 超 過 料 金

田島地域 平成２４年４月～ 平成２４年４月～

舘岩･伊南･南郷地域 平成２４年４月～ 平成２４年５月～

種　　別 地　　域 基本水量
（ｍ ）

基本料金
（円）

超過料金
(円/ｍ )

第１種 全地域 ２０ 4,536 231

第２種
（一般家庭用）

全地域 １０ 1,900 195
田島地域 １０ 2,047 210

舘岩･伊南･南郷 １０ 1,600 160

第２種
（高齢者･集会施設用） 全地域 ５ 1,600

（6 ～ 10ｍ ）　60
（11 ｍ ～）　  195

第３種
全地域 ２００ 25,830 235

田島地域 ２００ 27,772 252
舘岩･伊南･南郷 ２００ 21,000 180

第４種

全地域 １０ 2,390

（11 ～ 200ｍ ）　235
（201 ～ 400ｍ ）200
（401 ～ 600ｍ ）170
（601 ～ 800ｍ ）150
（801～1000ｍ ）130
（1001～1500ｍ ）110
（1501ｍ ～）　      100

田島地域 １０ 2,752 252

舘岩･伊南･南郷

使用水量
1 ～ 200 １０ 1,800 180
使用水量
201 ～ 400 200 36,000 140
使用水量
401 ～ 1000 400 64,000 130
使用水量
1001 ～ 1500 1000 150,000 120
使用水量
1501 ～ 2500 1500 200,000 120
使用水量
2501 ～ 2500 300,000 120

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３ ３

■水道料等に関するお問い合わせは・・・

　　本庁環境水道課　　　℡ 0241－62－6140　　　舘岩総合支所振興課　℡ 0241－78－3330

　　伊南総合支所振興課　℡ 0241－76－7717　　　南郷総合支所振興課　℡ 0241－72－2113
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１・２月の健診（検診）のご案内

1・2 月の日曜当番医

 １月１５日 高橋医院 TEL 0241-62-0040

　　 ２２日 芳賀医院 (下郷町) TEL 0241-67-2128

　　 ２９日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

 ２月　５日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

　　 １２日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

　　 １９日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

　　 ２６日 愛輝診療所 TEL 0241-78-8688

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　℡ 0241－72－2225

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

２月１６日 木 １ 歳 児 健 康 相 談 13：30～13：45
保健センター
（御蔵入交流館内）

平成23年1月～2月生まれ

２月２１日 火
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30 ～9：45 伊南会館

平成22年12月～23年2月生まれ
平成23年6月～ 8月生まれ

２月２８日 火 ６～８か月児健康相談 13：30～13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成23年7月～8月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※町内に住所のない方で受診を希望される方は
　町保健センターまでご連絡ください。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター
（御蔵入交流館内）

平 成 2 3 年 9 月 生 ま れ

１月２５日 水 １歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成22年6月～7月生まれ

１月２６日 木
２歳児歯科健康診査
（田島地域のお子さん）

12：30 ～ 13：00
平成21年12月～

平成22年1月生まれ

２月１４日 火
２歳児歯科健康診査
（舘岩･伊南･南郷地域）

12：30 ～ 13：00 伊南会館
平成21年10月～

平成22年3月生まれ

２月１５日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 保健センター
（御蔵入交流館内）

平成2 3年 1 0月生まれ

２月２９日 水 ３歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 2 0 年 8 月 生 ま れ

※日程が変更になることがありますので、通知でご確認ください。

子どもの急な発熱にどう対処したらい
いかわからないなど、夜間の子どもの
急病で困ったときは、

短縮ダイヤル ＃８０００

に電話してください。小児科医師や看
護師が相談に応じてくれます。
午後７時から翌朝８時まで年中無休で
対応してくれます。

短縮ダイヤル  ＃８０００

小児救急電話相談

　

12
月
に
入
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢

者
で
は
肺
炎
を
合
併
す
る

と
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ

り
、
小
児
で
は
脳
症
の
合

併
が
問
題
と
な
る
病
気
で

す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
は
、
主
に
咳
や
く
し
ゃ

み
に
よ
っ
て
飛
散
し
た
ウ

イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
で
感

染
し
ま
す
。
潜
伏
期
は
1

～
4
日（
平
均
2
日
）で
す
。

典
型
的
な
症
状
は
突
然
の

高
熱
、
咳
や
鼻
汁
な
ど
の

気
道
症
状
で
、
頭
痛
・
関

節
痛
・
筋
肉
痛
・
倦
怠
感

な
ど
の
全
身
症
状
が
強
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。
多
く

は
1
週
間
前
後
の
経
過
で

自
然
軽
快
し
ま
す
。
小
児

で
は
、
成
人
と
比
べ
て
発

『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
』

シリーズ①

県立南会津病院
（小児科）

坂本  昌彦先生
坂本  奏子先生

診察室から

熱
の
程
度
が
高
い
、
熱
が

一
旦
下
が
っ
て
も
ま
た
ぶ

り
返
す
こ
と
が
あ
る
、
嘔

吐
・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
の

胃
腸
症
状
を
伴
う
こ
と
が

あ
る
等
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診

断
は
、
症
状
や
流
行
状
況

な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
ま
す
。
迅
速
診
断
キ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
が
、
発
熱

12
時
間
以
内
は
罹
患
し
て

い
て
も
陰
性
の
可
能
性
が

高
く
注
意
が
必
要
で
す
。

　

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
（
タ
ミ

フ
ル
・
リ
レ
ン
ザ
）
は
発

症
48
時
間
以
内
の
服
用
で

発
熱
期
間
を
1
～
2
日
短

縮
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す

が
脳
症
や
重
症
肺
炎
を
予

防
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

ま
た
異
常
行
動
と
の
関
連

　年末年始にかけて地区の保健協力員によ
り配付されました「平成 24 年度南会津町
集団検診（検診）の調査・申込書」の回収
を行っていますので、締切日までにご提出
ください。
　各種がん検診は、積極的に受診し、自分
の健康維持に役立たせることが重要です。

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の
なかったお子さんを紹介します。
今月は 12 人のおともだちがむし歯ゼロでし
た！おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！むし歯ゼロ

むし歯ゼロで元気な笑顔

渡部　斗
と う ま

真くん

（田島）

湯田　理
り く

来くん

（田島）

齋藤　知
ち は や

隼くん

（田島）

室井　優
ほのか

ちゃん

（田島）

猪股　心
み ゆ

結ちゃん

（田島）

鈴木 ひかるちゃん

（田島）

渡部　璃
り お

央くん

（田島）

室井　茉
ま ひ ろ

汎ちゃん

（田島）

芳賀沼　隼
しゅん

くん

（田島）

酒井　夏
な つ き

葵ちゃん

（南郷）

星　琥
こ は く

珀くん

（田島）

益子　花
か の ん

音ちゃん

（田島）

平成 24 年度南会津町集団健診（検診）の調査・申込書の回収について

提出先：地区の保健協力員または下記問い合わせ先
締切日：平成２４年１月１８日（水 )
問い合わせ：
　南会津町保健センターおよび各総合支所町民課
 （電話番号は下記にあります。）

が
否
定
で
き
な
い
た
め
10
代
の

児
童
で
の
使
用
に
は
条
件
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ア
セ
ト
ア
ミ

ノ
フ
ェ
ン
以
外
の
解
熱
鎮
痛
薬

は
脳
症
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
た
め
、
希
望
す
る
場
合

に
は
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

予
防
で
は
、
う
が
い
・
手
洗

い
と
と
も
に
予
防
接
種
が
大
切

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
り
に
く
く
な
り
、
結
果
的

に
合
併
症
も
減
ら
す
効
果
が
あ

り
ま
す
。
流
行
す
る
型
が
異
な

る
の
で
毎
年
接
種
が
必
要
で

す
。
生
後
6
か
月
か
ら
接
種
可

能
で
、
13
歳
未
満
は
２
～
４
週

あ
け
て
原
則
2
回
接
種
、
13

歳
以
上
は
1
回
皮
下
に
接
種
し

ま
す
。
接
種
2
週
間
後
か
ら
約

5
か
月
間
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
卵
白
成
分
を
用
い
て
お

り
、
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
方

は
、
接
種
に
際
し
注
意
が
必
要

で
す
。

　

十
分
な
睡
眠
と
休
養
を
こ
こ

ろ
が
け
て
冬
を
乗
り
切
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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△！

　総務省では、経済的な理由でまだ地上デジタル放送が視聴できない世帯に対して簡易な
地上デジタル放送対応チューナー（１台）の無償給付などの支援を実施しています。

（１）ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯の方
　　（東日本大震災により住居が半壊、半焼または床上浸水以上の被害を受けた世帯、また
　　　は避難の勧告等を継続して１カ月以上受けている世帯の方を含みます。）
　　①チューナー（１台）をお住まいへ配送します。
　　②お申し出により、必要に応じてアンテナ改修なども行います。
　　③共同受信施設やケーブルテレビに加入される場合は、必要最低限の改修経費を負担
　　　します。

（２）町民税非課税世帯の方
　　①チューナー（１台）をお住まいへ配送します。
　　②チューナーの設置方法を電話でサポートします。
■申込み期限
　　平成２４年３月３１日まで（消印有効）

■問い合わせ
　支援の対象や内容等、詳細や不明な点については下記連絡先にお問い合わせください。
　総務省地デジチューナー支援実施センター
　　　平日　9：00 ～ 21：００　　土曜･日曜、祝日　9：00 ～ 18：00
　【ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯の方への支援】
　　　ナビダイヤル  0570-033840   または   03-4334-2668　 ＦＡＸ  03-5304-2011
　【町民税非課税世帯の方への支援】
　　　ナビダイヤル  0570-023724   または   03-4334-2669　 ＦＡＸ  03-5304-2011

国や放送局が工事代金を請求することは
一切ありませんのでご注意ください！

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

インターネット予約をご利用ください

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

　町では、町民の参加と協働による暮らしやすい地域社会を築くため、まちづくりの主役である町民

の皆さんから身近な問題やまちづくりに関する提言･意見などをお聞きし、地域の課題解決や町政に

反映させたいと考えています。

　町民の方や町に縁のある個人や団体であれば、どなたでも参加できます。

　今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申し込みください。

■実施日と場所

　１月１９日（木）１０：００～１２：００　舘岩総合支所

　１月１９日（木）１４：００～１６：００　南郷総合支所

　　※来月は、本庁、伊南総合支所で実施する予定です。

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　午前実施分 ･･･ 舘岩総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７８ー３３３０

　午後実施分 ･･･ 南郷総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７２ー２９００

町民の皆さんの声を 町政に活かします！

コンピュータシステムの更新により、インターネット予約が便
利になりました。http://okura.minamiaizu.org/library/index.
html から「図書館蔵書検索システム」のバナーをクリックし
て予約をご利用ください。利用に必要なパスワードは図書館カ
ウンターで発行します。利用者カードをご持参のうえ、パスワー
ドの交付を受けてください。

日 月 火 水 木 金 土

１ 2 ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

新着本紹介のご案内

【児童図書】

絶滅の大研究　　　　　　　　丸岡　照幸　著

木の葉や花をたのしむ１２か月　

　　　　　　　　　　　　　　姉崎　一馬　著

鷹匠は女子高生！　　　　　佐和　みずえ　著

まるごとたこ凧カイト　　　土岐　幹男　編著

白夜のプレリュード　　　　池田　美代子　作

小説タンタンの冒険　

　　　　　　　スティーヴン　モファット　脚本

あひるのたまごねえちゃん　

　　　　　　　　　　あきやま　ただし　作・絵

【一般図書】

日本の論点 2012 　　　　　　　　文芸春秋　編

ベイリー、大好き　　　　　　岩貞　るみこ　文

布への祈り　　　　　　　　　　森　南海子　著

ＬＩＶＥ福島　　　　　　　　　　　講談社　編

夢をかなえる。　　　　　　　　　沢　穂希　著

ヒア・カムズ・ザ・サン　　　　　有川　浩　著

虚無回廊　　　　　　　　　　　小松　左京　著

幽霊注意報　　　　　　　　　　赤川　次郎　著

ジェントルマン　　　　　　　　山田　詠美　著

無常という力　　　　　　　　　玄侑　宗久　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

  ２月の休館日

  1 月の休館日
図書館イベント

《わくわくとしょかんワーク》

　１月のイベントは『かるたで遊ぼう』です。

　■日　時　　１月２１日（土）午前１０時３０分～　

　■場　所　　御蔵入交流館多目的ホール

　■対　象　　小学生

　　※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

　

12
月
19
日
、
立
正
佼
成
会
会

津
教
会
（
天
海
千
陽
教
会
長
）

よ
り
、
11
月
13
日
に
開
催
し

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の

収
益
金
10
万
円
を
町
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

立
正
佼
成
会
会
津
教
会
田

島
支
部
の
白
岩
佐
江
子
支
部

長
と
小
椋
光
子
主
任
が
町
長

　

12
月
５
日
、「
山
口
郵
便
局

長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」
の
参
加
者

の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善

意
３
万
７
０
０
０
円
を
町
に
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
口
郵
便
局
の
佐
野
正
好

局
長
が
町
長
室
を
訪
れ
、「
豪

雨
災
害
の
復
旧
の
た
め
に
役

　

12
月
14
日
、
会
津
信
用
金
庫

田
島
支
店
の
取
引
先
で
つ
く
ら

れ
て
い
る
「
田
島
友
信
会
」
よ

り
、
10
万
円
を
町
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

星
和
秀
会
長
と
佐
藤
和
也
田

島
支
店
長
が
町
長
室
を
訪
れ
、

「
東
日
本
大
震
災
と
新
潟
・
福
島

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
　 

ご
ざ
い
ま
す

立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
大

宅
町
長
に
寄

付
金
を
手
渡

さ
れ
ま
し

た
。

豪
雨
災
害
の

復
興
に
役
立

て
て
く
だ
さ

い
」
と
大
宅

町
長
に
寄
付

金
を
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

室
を
訪
れ
、「
町
の
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

大
宅
町
長
に

寄
付
金
を
手

渡
さ
れ
ま
し

た
。

地上デジタル放送受信のための支援について

アナログ放送は３月３１日で終了しますので早めに準備をしてください

地デジ詐欺にご注意ください

地デジ簡易チューナー（例）
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会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
城
跡
に
朱
を
ひ
ろ
げ
た
る
蔦
紅
葉
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
秀
穂

　
晩
秋
の
五
百
羅
漢
に
日
の
当
り
　
　
　
　
　
　
　
堀
田
た
か
女

　
ウ
イ
ン
ド
で
被
り
直
し
た
冬
帽
子
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
彩
幸

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
宮
　
直
子

　
虹
色
の
光
を
包
み
シ
ャ
ボ
ン
玉

                  

　
児こ

ら
の
よ
ろ
こ
び
天
ま
で
運
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
竹
　
幸
一

　
こ
の
冬
の
雪
に
セ
シ
ウ
ム
な
き
こ
と
を

                  

　
祈
り
て
あ
お
ぐ
白
き
満
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
カ
ツ
ヨ

　
川
面
よ
り
霧
は
生
ま
れ
て
上の

ぼ

り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
津
波
に
の
ま
れ
し
御み

た
ま霊
抱い

だ

き
て

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　
と
も
か
く
も
除
染
を
祈
る
初
詣
　
　
　
　
　
　
室
井
津
与
志

　
ま
だ
当
て
に
さ
れ
る
も
幸
や
年
用
意
　
　
　
　
柏
倉
　
清
子

　
寄
鍋
や
最
後
を
締
め
る
餅
を
入
れ
　
　
　
　
　
五
十
嵐
い
ち
お

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
震
の
地
に
復
興
兆
す
帰
り
花
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
エ

　
八
百
年
歴
史
を
秘
め
て
銀
杏
散
る
　
　
　
　
　
　
白
　

　
道
祖
神
並
ぶ
野
の
径
冬
桜
　
　
　
　
　
　
　
　
富
　
貴

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
方
言
の
看
護
師
の
声
冬
ぬ
く
し
　
　
　
　
　
　
星
　
美
恵
子

　
一
年
の
農
も
安
堵
と
文
化
祭
　
　
　
　
　
　
　
河
原
田
光
子

　
冬
木
立
さ
え
ぎ
る
も
の
は
無
か
り
け
り
　
　
　
平
野
恵
美
子

まちの文芸

　「故郷に感謝」 
千葉県千葉市　金田　良輔　

　伊南で生まれ育ち教育を受け温かい郷土愛には
ぐくまれ、希望と夢を抱き上京し雑踏の中で半世
紀以上経過しました。上京当時は米穀通帳がなけ
れば、外食時にご飯を食べることができない時代
でもありました。
　昭和１６年１２月８日大東亜戦争が始まった翌
年４月、国民学校初等科第１期生６５名の入学式
でした。砂利道で、着物袴で、履物は藁ゾウリ、
雨の日はカラカサ下駄履き、冬はゲンベイ（藁で
作った履物）で着物袴、中学卒業までの通学でし
た。初等科４年生時代、食糧不足により全校生徒
で校庭を全部耕し、ジャガイモを収穫した事、新
制中学も昭和２３年頃義務教育となった第 1 期生
です。夏は伊南川で泳ぎ、冬は裏山へ毎日スキー
滑りに出かけました。初等科２年生時代、母校の
シンボル大銀杏の前での集合写真を見ると、想像
を絶する服装でした。また、中学１年の頃冬休み
が終わると、１００束ずつ縄を背負い登校したこ
とが、我ら中学校歌の作成資金になり、伊南中学
校の校歌が出来たわけです。あの有名な ｢荒城の
月｣ の土井晩翠氏の作詞だったこと、作曲は信時
潔氏、伊南の文化人で有力者であった、馬場洪治
氏の貢献された賜物であり、戦後の混乱期にこの

ような経過で作成されたことは、私達の勤労によ
る誇りと思っています。
　目を閉じると、農家は茅葺屋根で玄関脇には牛
小屋、屋根には草花が咲き、家々には梨木等の大
きい木があり、土蔵があり、家の前に小川が流れ
板の橋が架かっていました。伊南川の清流は、か
なり水量が少なくなりましたが、母校の古町の大
銀杏、四季の変化がある山々、特に尾白山の雄大
さが目に浮かびます。
　平成１９年、町村が合併し ｢ふるさと南会津会｣
が設立され、年２回の春・秋紀行では田島、舘岩、
伊南、南郷の各名所、史跡等を交互に散策、各種
の体験、我が郷土温泉入浴の１泊２日の団体旅行
が企画されており、参加
し故郷の素晴らしさに改
め て 感 動 し て お り ま す。
是非、皆様も参加し我が
育った故郷の素晴らしさ
を 再 確 認 し て く だ さ い。
私に忍耐と、根性、勇気、
慰めを与えてくれました
故郷への感謝の言葉です。

金田良輔さん（道城出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ

　広報みなみあいづをご愛読の皆さま、こんにちは。

　私たちは、団員数２０名の混声合唱団『森の合

唱団』です。設立は平成７年９月で、すでに１６

年が経過しておりますが、指揮者の荒川美和子

先生、伴奏者の加藤正和先生には設立当時から

今日までご指導をいただいております。

　「継続は力なり」を合言葉としており、ハーモ

ニーの美しさを永遠に追求しつつも、笑い声の

絶えない明るく楽しい合唱団です。また、全会

津および南会津合唱祭などの行事に積極的に参

加したりイベントを企画することにより、適度

な緊張感を保ちながら活動を展開しています。

　練習日は隔週（火曜日の午後７時から約２時間）

で、御蔵入交流館で行っておりますので、興味

ある方などいらっしゃいましたら、ぜひご参加

文化団体の紹介 21○

全会津合唱フェスティバルでの１コマ

いただきたいと思っております。

連絡先：団長  有賀  伸一（TEL 0241-62-0703）

森の合唱団
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凍み大根の煮物
【作り方】

①  凍み大根を水に１５分浸し戻します。水を切
　  って１本を４～５等分に切ります。

②  じゃがいもは食べやすい大きさに乱切りにし
　  ます。

③  身欠きにしんは水で洗いよごれを落とします。

④  しいたけはじくを切り落として、２等分にそ
　  ぎ切りします。

⑤  にんじんは食べやすい大きさに１０等分に乱
　  切りにします。

⑥  水３カップの中に凍み大根とじゃがいもを入
　  れて１０分煮ます。

⑦  ⑥が半煮えの頃、身欠きにしん、にんじん、　  
　  しいたけを加えて１０分煮ます。

⑧  だしの素、醤油、酒、砂糖を入れて味を調え
　  ます。

【材　料】（５人分)
凍み大根 ５本、じゃがいも 中５個、
身欠きにしん ３本、生しいたけ 中５
個、にんじん １本、だしの素(鰹だし) 
大さじ１、醤油 大さじ４、酒 大さじ１、
砂糖 大さじ１

凍み大根は、冬の寒の間に大根を軒下に
干し、保存食として作っておきました。
凍みては解け、凍みては解けを繰り返し
て、旨みと栄養が凝縮されたおいしい凍
み大根が出来上がります。手に入りやす
かった身欠きにしんと一緒に入れて煮物
として味わっていました。

今回の先生は、荒川美和子さん（本町）です

山口保育所 餅つき

　今年度で閉所となる山口保育所でも恒例の餅つきが行われ、年長組の児童と保護者
らが餅つきを体験しました。ついた餅は、あんこ餅やきなこ餅にしてみんなでおいし
くいただきました。


